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手話を学ぼう

開講式にて 

  新入職員の紹介     令和 3 年 4 月に 2 名の職員を迎えました。 

 

        なかむら のぼる                  

   センター長 中村 昇 

この４月に視聴覚障害者情報センターに参りました、中村と申します。 

当センターは、身体障害者福祉法に定められた「視聴覚障害者情報提供施設」としまして、

点字図書や録音テープ、聴覚障害者用の録画映像などを製作し、視聴覚障害者の利用に供し、

併せて、点訳・音訳・手話通訳・要約筆記等を行う方を養成したり、希望者の方々に派遣し

たりする仕事を行っています。 

これまで経験のない職場で、点字で作成された自分の名刺、また、街中で白い杖を持った

人、盲導犬を隣にする人を目にすることはありましたが、手話による会話が日常的に行われ

ており、戸惑っています。 

 自分が、「突然、音のない、明かりのない世界」になったことを想像することもできま

せんが、視聴覚障害者の皆さんが、毎日の生活をしていくうえで、大変ご苦労されておられ

ることと思っております。 

昨年３月に「かごしま県民手話言語条例」も施行され、当センターが視聴覚障害者の情報

拠点として、これまで以上に利用しやすい施設となりますよう努めてまいりますので、よろ

しくお願いします。    

 

はらぞの みちよ        （県庁手話講座チャンネルより） 

  手話指導主任 原園 美智代      

 

 

 

 

前任者同様、よろしくお願いいたします。 

皆さん、こんにちは。 

４月から情報センターでの仕事をしています原園です。 

３月までは私自身もセンターの利用者であり、登録通訳者の立場でした。そのときに思っ

たこと、感じたことを忘れずに皆さんにとって利用しやすい、頼れる場所となるように頑張

りたいと思います。 

これから、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 



  

 

 

令和 3 年度 講座 

 

 

令和 3 年度の各種講座が始まりました。 

字幕制作ボランティア養成講習会 

遠隔地の受講生もオンラインで 

一緒に学びます。 

 

開講式の様子 

   横壁にオンライン受講生 

が映っています。 

 

手話を学ぼう 

（難聴者・中途失聴者対象手話講座） 

 聞こえにくい方たちのコミニュケー 

ションツールとして手話を学ぶ講座で

す。 

   

講師の説明を要約筆記でも 

伝えます。今回はパソコン要約筆記が全

体投影で情報保障しています。 

通訳Ⅱ 

（手話通訳者養成講座） 

昨年の手話通訳Ⅰに引き続き 

行われる講座です。 

新たな受講生も加わりました。 

開講式の様子 

 

 

要約筆記者養成講習会 （前期）～パソコンコース～受講生募集中 

令和 3 年度、4 年度の 2 年間かけて学びます。申し込み〆切は 8 月 25 日（水）。 

詳しくは情報センターにお問い合わせください。ホームページにも掲載しています。 
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情報コーナー 

☆電話リレーサービス 

電話リレーサービスとは、聴覚や発話に困難のある方と聴覚障害者等以外の者との会話を、通訳オペレ

ータが手話・文字と音声を通訳することにより電話で双方向につなぐサービスです。令和 3 年 7 月 1

日から公共インフラとしてサービスが提供されます。 

利用には登録が必要です。詳しくは総務省のホームページやチラシ（情報センターにあります）

等をご覧ください。 
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情報コーナー 

☆NET１１８ 

聴覚や発話に障害がある方を対象に、スマホなどを使用して、海での事件・事故に関する緊急

時の通報ができるサービスです。事前に登録が必要です。 

・ 海難人身事故に遭遇した、または目撃した。                

・ 油の排出等を発見した。                    いつ 

・ 不審船を発見した。             こんなとき    どこで 

・ 密航・密輸事犯等の情報を得た。                何があった 

・ 漂流・漂着木造船を発見した。                 を伝えましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＮＥＴ１１８登録方法】 

← こちらのコードを読み取る 

 もしくは、 entry@net118.jp  を直接あて先に入力し、 

空メールを送信、登録用メールが返ってくるので、案内手順に従

い、事前登録をお願いします。 
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mailto:entry@net118.jp


 

情報コーナー 

☆避難情報、警戒レベルの変更 

災害対策基本法が改正されました。(2021.5.20)主な変更点は 

（１）「災害発生情報」を「緊急安全確保」と名称変更。 

（２）「避難勧告」が無くなり「避難指示」にまとめた。 

（３）「避難準備・高齢者等避難開始」を「高齢者等避難」に名称変更。 

「高齢者等避難」「避難指示」は気象庁、国土交通省が発表する防災気象情報を参考に、地元自

治体が発令します。今までレベル５は、災害を確認したときに発令されていましたが、「緊急安

全確保」となり、災害発生前の状況でも発令できるようになりました。 

警戒レベルごとの「住民がとるべき行動」が色と合わせて示されています。 

レベル１…白  レベル２…貴  レベル３…赤  レベル４…紫  レベル５…黒 

避難が必要なのはレベル 3 以上です。レベル４までに避難を行いましょう。 

日頃から、自分の住む場所の災害リスクを意識して、ハザードマップを確認したり、避難の可

能性を考えて家族で話し合ったりしておきましょう。 
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情報コーナー 

 

 

☆ハローワーク鹿児島 

 ハローワーク（公共職業安定所）で遠隔手話通訳サービスが始まりました。 

サービス開始したのは、青森、栃木、東京２カ所、千葉、山梨、愛知、兵庫、鹿児島、沖縄の

１０カ所です。 

手話協力員が不在の時、ハローワークのタブレットを使用し、相談員との会話を通訳します。 

ハローワーク鹿児島（鹿児島市下荒田１-43-28）で対応しています。 

利用時間は月曜日から金曜日の午前 10 時から午後 5 時 15 分までです。 

どうぞ、ご活用ください。 

 

☆シチズン振動体温計 

コロナ禍で、体温測定が日常化しています。 

検温終了を音と振動で知らせてくれる体温計です。 

インターネットで購入できます。 

 

 

☆かごしま県民手話言語普及等推進事業 

令和 2 年 3 月に施行された「かごしま県民手話言語条例」を受け、鹿児島県では下記の取り組

みが行われます。 

（１） かごしま県民手話言語条例普及啓発事業…県民に手話言語条例の普及啓発を行い、聴覚

障害者への理解を深めるためのパンフレット等を作成し、配布する。 

（２） 手話講座等開催事業…県民向け手話講座を県内各地で開催する。県内の事業所や団体が

行う研修等への講師派遣等をする。 

（３） 手話通訳者指導者養成研修事業…手話通訳者の養成に必要な指導者を養成するための

研修会を開催する。 

（４） 離島オンライン手話通訳者養成研修事業…離島の手話通訳者を確保するため、離島での

養成研修をオンラインで実施する。 
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ライブラリー 新作 
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  お知らせ 

情報センター休館日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主制作番組「あいかごしま」最新号 

 

「新型コロナワクチン接種について」 ２０２１年５月号             

 

                        

令和 3年 2月から新型コロナワクチンの接種  

が始まりました。医療従事者、高齢者と接種が進んで

います。 

                     今後も手洗い、手指消毒、マスク着用を続けて 

いきましょう。 

 

 

「あいかごしま」は情報センターホームページ手話動画で見ることができます。 

ビデオライブラリーで貸し出しもしています。 

 

－８－ 

 

７月 

６日（火） 

１３日（火） 

２０日（火） 

２７日（火） 

８月 

  ３日（火） 

１０日（火） 

 １７日（火） 

 ２４日（火） 

 ３１日（火） 

９月 

７日（火） 

１４日（火） 

２１日（火） 

 ２８日（火） 

 

土・日・祝日は開館 

しています。 



 

 

 

 

情報センターだよりはメールでも受信することができます。 

スマホまたはパソコンを利用されている聴覚障害者で、メールでの受け

取りをご希望の方は、氏名、アドレス、Fax 番号を明記の上、情報セン

ターに連絡してください。下記のアドレスからのメールを受信できるよ

うにしてください。 

メール／tayori-d@shichocenter.kagoshima.kagoshima.jp 

情報センターホームページ「聴覚障害者への情報」でも手話版の視聴がで

きます。 

発行元：鹿児島県視聴覚障害者情報センター 

〒890-0021 鹿児島市小野 1 丁目１番１号  
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メール／chokaku@shichocenter.kagoshima.kagoshima.jp  

情報センターだよりは当センターに利用者登録されている方に送って 

います。不要な方はお知らせください。 
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